
 

 

 

 

 

季節は最高の教材 
朝の寒さが冬の訪れを感じる季節となりました。校

庭のイチョウやモミジも落ち葉となって降り積もって

います。先日は、２年生の子供たちが、芋ほりを体験

し、収穫したお芋を焼き芋にして食べました。人は常

に自然と共に生き、自然のありがたさを感じながら命

をいただいて生きています。生きていく上で季節の変

化を感じることは必要なことです。 

季節の変化は、貴重な学びの教材です。鳥や虫の鳴

き声、旬の食べ物の味、年中行事や行事食など四季を

感じるとき、人は五感を大いに働かせ、情感豊かな心

＝情操が育成されます。しかし、時間に追われて生活する現代社会では、季節感を楽しむことから

遠ざかることも多いようです。衣食住が快適で便利になった一方、野菜や果物、魚の「旬」が見え

にくくなっています。季節感は、経験なしでは感じられません。学校生活では多くの季節感を体験

できる活動を取り入れています。ぜひ御家庭でも、季節を大いに楽しんでください。「知ってい

る」「やったことがある」という経験や自信は、自己肯定感を育みます。 

 

福祉体験学習 
１１月２１日に、５年生の総合的な学習の時間の授

業で、「わだつみの里」の井手口舞子様を講師に迎え、

「わだつみの里」の入所者の方のこと、働く職員の仕

事や施設の設備等について、講話を受けました。 

 

 

運転手さんありがとうございます 
１１月２１日に、芋の栽培などの体験学習でお世話

になっているスクールバスの運転手さんを招待して、

交流給食を実施しました。運転手さんや自然の恵みに

感謝しながら、美味しくいただきました。 

 

入賞おめでとう！！ 「家族の絆エッセイコンクール」に平戸市内から９３３点の応募があ
りましたが、そのうち３０点が入賞し、１１月２３日（木）に平戸文化センターで表彰式がありました。

津吉小からは、下記の４名の児童が入賞しました。入賞作品を裏面に掲載していますので御覧ください。 

優秀賞 嵜本むぎ（２年）・佐々木珀竜（４年）・佐々木貴竜（６年）・神田結彩（６年） 
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